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平成２６年度中部運輸局愛知運輸支局優良事業者等表彰が、７月11日に名古屋市公会堂で 

盛大に開催されました。  愛車協からは、  

・輪栄自動車 株式会社 中川工場 

・株式会社 大東工業 塗装工場 

・株式会社 サクラ自動車工業所 

・株式会社 沢田塗装 

・株式会社 加藤鈑金整備 

・ナカバヤシ自動車工業 株式会社 

・近藤自動車工業 株式会社 清須工場 

 ・リキ鈑金塗装 

 の８事業場が、受賞されました。大変、おめでとうございました。 

 

  ７月６日（日）、岐阜県で開催されたＢＰグランプリ2014二次予選で、見積り部門で 

見事１位に輝いたのは、我が愛車協の㈱三光社の「平岩晃一」氏と塗装部門のサンアイ自動車 

(株)の「福井康益」氏です。大変おめでとうございます。 

１１月１日～２日にインテックス大阪で開催される決勝大会にも是非好成績を期待して 

おりますので、皆様も応援の程よろしくお願いします。 (^o^)   (^o^) （ｙ.ｍ） 

 

第１４３回理事会並びに平成２６年度第１回支部長会の合同会議が、７月２３日 (水)午後 

から愛知県自動車会館本館で開催されました。 

これには、２８名の出席があり、 

・平成２６年度の組合活動について（各部別） 

・組合員増強の推進についての中期計画の提案があり、 

本年度は、非組合員の実態調査期間活動として、 

  「訪問１５ＤＡＹ（ほーもんいこーでい）」を実施。 

・次期総会の日時・場所等について 

等々、審議されていずれも認められました。 

また、安全衛生法に関する監査内容、賛助会員の２６' 

サマーキャンペーン、 新自動車会館建設スケジュール等々の情報提供があった。 

最後に、出席者からの意見要望があり、頂いたご意見を真摯に受け止めて検討していき、 

要望につきましては、既に本部へ提案してあるものもあるが、改めて中車協連に提案して 

議論して日車協連へ要望していきたいのでご了解願い、終了しました。 



 

  第７回目は、(有)梅村鈑金塗装工業 梅村支部長より豊田支部を紹介をしていただきます。 

豊田支部の紹介 

豊田支部は、トヨタ自動車が本社を置く企業城下町として 全国的に有名であり、愛知県 

で人口は名古屋市に次いで２位、面積は県内で最も広い都市である西三河地方の玄関口 

豊田市で構成されております。 

支部員数は、人口の割には少なく８社ですが、認証工場の保有率は、７５％、 

また、特認・推奨工場の保有率も７５％を誇っています。 

昨年度の支部活動は、年末・年始・総会と少なかったのですが、今年度は、勉強会を開催 

する予定と決意を語っておられました。 

 
  今月は、「愛知県の自動車運盗難緊急非常事態」 です。 

  今年の愛知県自動車盗難件数は、北海道・東北・北陸・中国・四国・九州・沖縄の７地方 
の合計輪はるかに上回る全国ワースト２位です。 
部品ねらいの被害品の４０％は「ナンバープレート」で、１７％は「カーナビ」です。 
ヘッドライトの盗難も急増で、特に被害の多い車種は、 

アルファード、プリウス、ハイエースです。 

バッテリーは、トラック等バッテリーが外部から見える車両に集中しているので、車両の 

盗難防止に十分ご注意下さい。 

  
・既に、ご案内しました巡回健康診断の申し込み期日が過ぎておりますが、まだ提出されて 

いない事業者は、大至急お申し込み下さい。 

・「２６年度車体整備士の養成講習」の申し込み数が、未だ２０名を大きく下回っています。 
特認工場で２人の車体整備士がいない工場、これから取得しようと考えている工場は、 
早いうちに車体整備士取得を ☆ ★ 今すぐ事務局までご連絡を  ☆★ 

・誠に申し訳ありませんが、今年も例年通り愛車協夏休みを日車協本部同様１２日～１５日 

とさせていただきますのでよろしくお願いします。 

 

 

  この猛暑の中、ごく最近「涙がチョチョ切れる。」思いを二つもしました。 

(^o^)一つ目・・・・・先日の開催されました理事会等合同会議の席上、ある理事から 

「車体整備士講習会は、愛車協として絶対開講しなければならない。無くしてはならない。 

皆さんで応援しましょう。私の会社からも受講生を出しますよ。」 

と、熱弁されました。愛車協への熱き思いに涙がチョチョ切れました。 

 (^o^)二つ目・・・・・理事会等合同会議の翌日、ある支部長より自社車の自賠責の申し 

込みが２台もあり、今月に入り別の支部長より同じく申し込みがあり、超☆超嬉しい悲鳴 

に涙がチョチョ切れました。              (^o^)   (^o^) （ｙ.ｍ） 

 

 


